
メッセージ
将来的に学術集会などで発表する機会があると思いますので、この授業で各自の症例報告から
どのようにして時間内伝えるかを学んでください。

教 科 書
〔教科書〕 各学生の発表のレジュメを印刷し配布

履修上の
プレゼンテーション用のソフトの操作についてある程度慣れておくこと。

留 意 点

参考図書
〔参考図書〕各学生の発表のレジュメを印刷し配布

評価方法 発表内容を複数の教員で客観的に評価しその平均値にて評価する。

概   要

したものを口頭形式で発表する。

45時間

【テーマと目標】

実習後セミナーとして、臨床実習で学んだ事柄を中心に、知識や検査などを再確認する。

【内容と計画】

学校で学んだ事柄や臨床実習で学んだ事柄を中心に、各自が興味をもった分野について考察を

担 当 春芳 準朗、上村 朋久、
仲山 晃生、島本 裕士、熊田 華恵

単 位 数 1単位

教 員 名 時 間 数

〖言語聴覚学科〗 選択必修分野

授 業
言語聴覚障害特論Ⅴ

授 業 形 態 講義

科 目 名 配 当 学 期 3年（後期）


